






































































































































１  Hitchcock, H.R. Johnson, P.: THE INTERNATIONAL 
STYLE, W.W.Norton & Company, INC, NY, 1966, ／ 
『インターナショナル・スタイル』武澤秀一訳，鹿島
出版会，1978
２  これまでの研究を通じて著者は，デンマーク近代建
築の成立過程においては，他の北欧諸国に現れる建
築的特徴が顕著には現れ出ていないことを明らかと
してきた。そこで本論考では，フランスやドイツを
中心とした西欧型の近代建築との関係性を明確化す
ることを目的に，その一つの様式化とも言い得る
「インターナショナル・スタイル」の原理を基軸とし
て，フィスカの作品の造形的特質について考察を試
みた。
３  第三の原理「装飾付加の忌避」については，骨組み
構造とは関係性を見いだせないことから，そのまま
指標に適用した。
４  「準ずる」とは，壁面に様々な操作が確認できるが，
基本的には壁は平滑な面で仕上げられているという
特性を意味する。
５ これら11作品は指標に準ずる特性を持つ。
